
第４０回 大鹿村リニア連絡協議会質疑応答概要 

日時：令和８年６月１５日 午後７時００分から 

場所：大鹿村交流センター 

大鹿村リニア連絡協議会について 

 

Ｑ：連絡協議会の要綱の中に、2ヶ月から 3ヶ月ごとに開催することを基本とするとあ

りますが、40回ということで、もう 10年この連絡協議会やっています。10年やっている

と、だんだん意見も少なくなってきましたし、大体の形が皆さん見えてきたと思います。 

環境測定についても基準を大きく下回って、特に問題ないということ、松川インター大

鹿線については、改良が済んできて新しいトンネル、これはリニアと関係はないと思いま

すが、通行しやすくなりました。 

年 4回やっていますが、これ皆さんのご意見ですが、年 2回にする等、少なくていいか

と私は思います。そういった意見も多く聞こえています。 

また、これは村の予算を使っています。出てくると日当をいただけますが、それも大変

かと思います。そこら辺を加味しながら、どうしても意見がある場合、問題が起きた場合

には、特別に連絡協議会を開いていただく。 

それから進捗状況については、ケーブルテレビ等で随時お知らせをいただいています。

その中でご意見等あれば、役場を通して JRさん、それから施工業者さんの方へ連絡を取

り、会議が必要な場合はやるということで、私の意見とすれば、年 2回もやればいいので

はないか。極端に言うと出てこいというから出てくる自治会もあるようです。そこら辺を

加味しながら、役場の方で主導いただき、年何回ぐらいが相応しいか方向性を出していた

だければと思います。 

 

Ｑ：一つ条件があります。2回でも 3回でもいいですが、きつい言い方をすると、リニア

対策室がどっちを向いているかわからない。要望を持っていくと 100%受け入れてくれてい

るとは思えない。そう言ってはなんですけど、というような答えが返ってくる。個人でど

うぞとか、そんな返答が返ってくることもある。 

それでは 2回にした時にちょっと危険だと思う。普段、あまり問題がないということだ

と思いますが、その辺が心配なので、やはり 4回の方がいいかと思います。 

 

村：この件につきましては、要綱の内容になるため、今日結論ということではないと思い

ます。事務局の方で持ち帰らせていただき、次回のときに必要なご決定、協議等をさせて

いただきます。ご意見は両方お受けしました。 



1.県発注工事について 

 

Ｑ：松川インター大鹿線、大鹿から松川に向かって、井戸入沢橋を渡った左カーブの右側

斜面、それと半の沢橋手前の右カーブの右側斜面、この 2ヶ所について、落石が多くあり

通行に不安を感じるため、調査と現状の報告をお願いしたい。 

 

県：今ご指摘いただいた箇所につきましては、過去に点検調査、対策の調査をしており、

その結果に基づいて落石防止対策として、ロックネット等を張っています。 

現在のところ、当該箇所は既設の対策によって、一定の安全が確保されていると考えて

いますが、引き続き道路パトロールや巡回点検をしながら、状況の方を把握していきたい

と思います。 

今後とも通行の安全確保に努めてまいります。ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

Ｑ：落合トンネルの完成予定はいつごろになりますか。以前、令和 8年度末とお伺いした

気がするが、最終の完成はいつになるか教えてください。 

 

県：令和 8年度末というのは、落合トンネルの掘削工事が完了する時期ということでお話

させてもらっており、新聞報道もあったかとは思いますが、トンネルの工事はこれから交

差部の工事を行い、設備関係の工事にこれから入っていきます。 

申し訳ないですが全体の完成としては、まだ調整中ですのでお時間をいただきたい。完

成の時期が見通せましたら、住民の皆さんにご説明したいと考えています。 

 

Ｑ：週に 2回ほどタンクローリーで石油を運んでいただいている。今回の迂回路につい

て、先日も飯田建設事務所の方へ直接電話してお伺いしたが、100ｍほど行ったところの

狭いカーブで、トレーラー型のタンクローリーで全長が長いこともあり、カーブを曲がる

のに 1回で回れず、左側のミラーをたたんでから通ることがありました。そこでお願いを

してカーブミラーを、反対側へ向けていただきましたが、それでもタンクローリー長さが

あり、やっとそこを通るような状況です。もう少し道幅を広くしていただければ、何とか

安全に通れるという運転手さんからの要望ですが、道幅をもう少し広くできませんか。 

 

県：先日、ミラーはひっくり返させていただきましたが、道幅を広くできるかどうかは、

この場で即答できないため、また状況確認させていただき、何かできることがないかを、

タンクローリーの運転手さんのご意見も直接伺って調整していきたいと思います。 



Ｑ：ローリーの運転手から建設事務所の方へ 1回電話を入れた方がいいか。 

 

県：今度通るときを教えていただき、現場で確認させていただくのはいかがか。 

 

Ｑ：こちらの現場の担当者と一緒に確認していただけるか。 

 

県：できることがあるのか、何か少し工夫をすれば、タンクローリーが通りやすくなるの

か、現場を一緒に確認させていただきご相談できればと思います。 

 

Ｑ：その日をまた連絡します。 

 

県：先日お電話いただいたところへご連絡いただければと思います。 

 

Ｑ：新小渋橋を渡ってからの国道で、道路の陥没している箇所、穴の開いた場所が目立っ

てきたと、住民の方から意見があり、おそらく大型車両が通る関係で劣化が進んでいるの

ではないか。通行に支障がないよう修繕等を進めていただきたい。 

 

県：具体的な場所を教えていただければ、優先順位がついてしまうかもしれませんが、対

応していきたいと思います。 

 

Ｑ：具体的な場所を完璧に確認したわけではないですが、育苗センターという施設の付近

は、陥没と穴が開いている話を聞いた。具体的なところは再度、連絡させていただく。 

 

県：確認しますが気になる場所があれば、教えていただけると大変助かります。 

 

2. 南アルプストンネル工事・伊那山地トンネル工事について 

 

Ｑ：三正坊の発生土仮置き場について、一応農地の仮転用期間が今年の 8月までというこ

とで、一生懸命土を出していただき、今、搬出の方はほとんど完了というわけですが、

元々田んぼだったところで、最初の予定だと一応元に戻して返すということで、また水田

に戻して返すと思いますが、今ここの地主や耕作者の方、結構高齢になられてこのまま田

んぼを作れるかどうかになってきていると思います。 

関係者との協議を進めていますとありますが、どのようにしていくかの協議の内容、そ

ういうものをお聞かせいただきたい。 



JR：三正坊に関しては説明資料の通り、空中写真を見ても、土の方はほぼ搬出が終わって

います。 

一方で、これまでのお約束では、基本は原状回復であるとお約束しています。しかし、

今ご意見、ご質問あった通り、耕作者の問題等々あることも、地元から伺っています。そ

のようなものも含めて、まず地権者様のご意見、地元のご意見に関しては村役場を通し

て、いろいろとお話を伺っている最中です。 

詳細に関しては、各個人様の土地のことですので、ここでの詳細は控えさせていただき

ますが、皆様のご意見を賜りつつ、現在調整しています。 

 

Ｑ：地権者の人、耕作者の人が作れないと言った場合には、農業委員会の方でも考えない

といけない。できるだけ農地として利用できるよう話を進めていただきたい。 

 

JR：おっしゃる通りです。我々だけでは考えが及ばないところもあります。ぜひ農業委員

会からも、ご意見とご指導を賜りたいと思います。その際はよろしくお願いします。 

 

Ｑ：住民懇談会の中で、スクールバスの運転手から、リニアのダンプがスクールバスの後

ろに、すごく近づいて運転される方がいるとご意見があり、直接村の方から話はあったか

と思うが、対応はどのようになったか。  

 

JR：お話は、村の方からも伺っており、速やかにその日に各施工 JVを通して、各ダンプ

の運転手さんに指導を行っています。受けかたというのは人によって違うため、十分に車

間を取るように指導をしました。 

またそのようなことがあれば、いつでも我々の方にご連絡いただければと思いますし、

ご連絡がないように今後も指導していきます。 

 

Ｑ：進捗状況ですが、示していただいたものだけ聞くとわからないため、前回と比較させ

ていただいたが、南アルプストンネルは前回 3.1 ㎞で 3.2 ㎞。伊那山地トンネルも 1.7 ㎞

が 1.8 ㎞ということで、3ヶ月で 0.1 ㎞ぐらいの進捗。しかも南アルプストンネルの本坑

は 2ヶ所で掘っていてこれだけの進捗というのは、地質上や何か非常に特別な難しい状況

が発生しているのか。 

このスピードで、本当に言っている期限に間に合うのかも心配になるため、掘削の状況

を教えていただきたい。 

 

 



JR：前回からの進捗は言われた通りで、工事工程に関しては、2024 年の 6月に見通しをお

示ししました。 

それに関しては、これまでの掘削実績や前方調査という、前に向かってボーリング等し

て地質を調べた結果から、掘っていない区間、未掘削区間を含めて工程を見直したもので

す。 

一方で、前方調査も限りがあり、実際に掘ってみてどのような状態かを見極めながら、

さらに安全を確保しつつ進めています。 

進捗は、正直申し上げて地質があまり良くないです。もしかしたら前回の協議会でご説

明差し上げたかもしれませんが、トンネルは地質が柔いよりは硬い方が進みやすいもの

で、柔いと崩れやすいことがあります。そうするとただ掘るだけでなく、掘る前に地質を

改良したりする作業も一部発生します。それを交互に繰り返していくと、掘る工事の進捗

がさほど進まない頃があります。 

ただし今後、悪いところばかりではないという希望を持っています。そうしますと進捗

の方はしっかりと進んできます。 

現状はそのような状況だとご理解願います。 

 

Ｑ：特に伊那山地トンネルは、蛇紋岩という話も聞いたりしていた。 

小渋川非常口から掘っている方は、既に先進坑があるところで、地質の状況が悪いとこ

ろがあったかと思います。 

今後良くなっていけばいいですが、もし前回示していただいた工期が延びるようなこと

があれば、早めに示していただければと思います。安全第一と思います。その辺はよろし

くお願いします。 

 

JR：まずは安全第一で進めたいと思います。工期に関しても、これまでお示ししたものを

しっかりと守れるように、施工チーム含めて全力で進めたいと思います。 

 

3. その他について 

 

意見なし 

 

4. 事務局からの報告について 

 

意見なし 


